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会
長
挨
拶

皆
様
、
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
―

御
所
野
連
合
町
内
会
　
△ム
長

の
杉
山
で
す
。

１
月
１３
日
に
４
年
ぶ
り
と

な
る

『新
年
交
流
会
』
を
開

催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

来
賓
に
穂
積
市
長
を
は
じ

め
地
元
選
出
の
国
会
議
員
３

名
、
県
議
会
議
員
２
名
、
近

隣
の
地
区
選
出
の
市
議
会
議

員
、
夏
ま

つ
り
協
賛
企
業
代

表
者
の
皆
様
を
迎
え
、
御
所

野
１５
町
内
会
、
御
所
野
地
区

各
種
団
体
か
ら
総
勢
９０
余
名

が

一
堂
に
会
し
、
御
所
野
の

発
展
を
唱
え
、
新
年
の
交
流

を
深
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
年
は
元
日
の
能
登
半
島

地
震
の
発
生
、
２
日
に
は
羽

田
空
港
で
の
航
空
機
接
触
事

故
な
ど
大
変
な
幕
開
け
と

な

つ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
災

害
は
い
つ
発
生
す
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
。

災
害
か
ら

『い
の
ち
を
守
る
・

身
を
守
る
』

一
人
ひ
と
り
の

防
災
対
策
や
災
害
が
起
き
る

前
に
出
来
る
事
を
整
理
し
て

お
き
、
日
頃
か
ら
対
策
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

御
所
野
地
区
連
合
町
内
会

で
は
こ
う

い

つ
た
観
点
か

ら
、
地
域
の
安
全

・
安
心
を

守
る
た
め
、
結
束
力
を
高
め
、

お
互
い
に
助
け
合
う
こ
と
が

出
来
る
風
土
の
醸
成
を
め
ざ

し
、
様
々
な
活
動
を
展
開
し

て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
も
行
政
を
は
じ
め
関
係

の
皆
様
の
よ
り

一
層
の
ご
支
援

協
力
を
賜
わ
り
ま
す
様
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

○
新
年
交
流
会
で

挨
拶
す
る
杉
山
会
長

御
所
野
連
合
町
内
会

新
年
交
流
会
を

４
年
ぶ
り
に
開
催

令
和
６
年
１
月
１３
日
（土
）

秋
田
テ
ル
サ
・
ホ
ー
ル
に
お
い

て
御
所
野
連
合
町
内
会
新
年
交

流
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

秋
田
市
長
、
国
会
議
員
、
県

議
会
議
員
、
市
議
会
議
員
の
皆

様
、
御
所
野
地
区
企
業
の
代
表

の
皆
様
、
御
所
野
地
区
の
関
係

団
体
の
皆
様
を
来
賓
に
迎
え
、

各
町
内
会
の
代
表
者
を
含
め

総
勢
９０
余
名
の
参
加
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

○
来
賓
の
ご
挨
拶

穂
積
　
士
心
秋
田
市
長

○
来
賓
の
ご
挨
拶

冨
樫
　
博
之
　
衆
議
院
議
員

○
乾
杯
の
ご
挨
拶

寺
田
　
学
　
衆
議
院
議
員○会場の様子
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去
る
２
０
１
９
年
度
、
御
所

野
地
域
各
団
体
合
意
の
も
と
、

将
来
へ
向
け
た
御
所
野
の
街
づ

く
り
計
画
と
し
て

「
エ
イ
ジ

フ
レ
ン
ド
リ
ー
タ
ウ
ン
の
実

現
」
を
策
定
。

そ
の
後
、
毎
年
の
秋
田
市

へ
の
要
望
や
関
係
団
体
の
尽

力
に
よ
り
計
画
に
定
め
た
各

項
目
を
実
現
。

２
０
２
３
年
度
は
計
画
を

さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
、
若

者
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
こ

と
と
し
、
御
所
野
学
院
中
生

徒
と
地
域
住
民
が
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
数
回
に
わ
た
り
懇

談
会
を
開
催
。

生
徒
の
み
な
さ
ん
か
ら
新
た

に
提
言
さ
れ
た
事
項
を
、
生
徒

と
住
民
が

一
体
と
な
り
実
現
。

今
後
も
、
魅
力
的
な
街
づ

く
り
を
目
指
し
活
動
し
て
ま

い
り
ま
す
。

①

「若
者
と
地
域
住
民
が
交

流
す
る
街
の
実
現
」

０
６
月
か
ら
数
回
に
わ
た
り

生
徒
と
住
民
が
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
懇
談
会

②

「み
ん
な
が
楽
し
く
な
る

街
の
実
現
」

０
８
月
、
連
合
町
内
会
主
催

御
所
野
夏
ま
つ
り
の
企
画

運
営
に
生
徒
参
加

０
２
カ
月
前
か
ら
、
住
民
が

生
徒

へ
浴
衣
の
着
付
け

・

盆
踊
り

・
太
鼓
指
導

○
生
徒
約
１
０
０
名
が
浴
衣

で
盆
踊
り
に
参
加
、
ヤ
グ

ラ
上
で
太
鼓
担
当

③

ヨ
日
楽
で
楽
し
い
街
の

実
現
」

０
８
月
、
御
所
野
夏
ま

つ

り
会
場
で
吹
奏
楽
演
奏

０
１
月
、
秋
田
テ
ル
サ
で

ウ
イ
ン
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

④

「ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

で
健
康
な
街
の
実
現
」

０
９
月
、
ス
ポ
ー
ッ
協
会
主

催
御
所
野
マ
ラ
ソ
ン
の
企

画
運
営
に
生
徒
参
加

○
住
民
８０
名
、
生
徒
教
職
員

６９
名
の
１
４
９
名
が
参
加

御
所
野
の
街
づ
く
り
計
画

『エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー

タ
ウ
ン
の
実
塾
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⑤

「若
者
と
地
域
住
民
が

交
流
す
る
街
の
実
現
」

０
１‐
月
、
生
徒
と
住
民
が
交

流
す
る
茶
話
会
の
企
画
運

営
担
当

○
住
民
２０
名
、
生
徒
教
職
員

２７
名
の
４７
名
が
参
加

⑥

「若
い
共
働
き
世
代
に
や

さ
し
い
街
の
実
現
」

０
１１
月
、
御
所
野
小
学
校
で

生
徒
が
読
み
聞
か
せ
会
、

児
童

の
熱
烈
な
歓
迎
受

け
る

○
数
か
月
前
か
ら
住
民
が
生

徒
に
読
み
聞
か
せ
指
導

⑦

「多
世
代
が
社
会
貢
献

で
き
る
街
の
実
現
」

Ｏ
Ｈ
月
、
登
校
時
に
ゴ
ミ
袋

を
携
帯
し
通
学
路
の
ボ
ラ

ン
テ
イ
ア
ゴ
ミ
拾
い

○
ゴ
ミ
の
多
さ
に
驚
き

③

「魅
力
的
な
街
の
発
信

実
現
」

Ｏ
Ｈ
月
、
街
の
魅
力
を
外
部

へ
発
信
す
る
御
所
野
チ
ャ

ン
ネ
ル
開
設静

観
・・

静

口,・
・ …

ヽ
・・・・
ウ
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⑨

「若
者
と
地
域
住
民
が

交
流
す
る
街
の
実
現
」

Ｏ
Ｈ
月
、
住
民
と
生
徒
が

報
告
会
開
催

エインフレンドリータウンを日壼して

ヽたちが■らしている、この菫簡野地区のよ

秋
の
市
道
緑
地
帯
の
草
刈

り
を
実
施
し
ま
し
た
。

実
施
場
所

ｏ
ｌＯ
月
２８
日

（
土
）

元
町
二
丁
目
側
プ
レ
ス
ポ

交
差
点
か
ら
国
道
１３
号
線

ま
で

・
１１
月
４
日

（
土
）

地
蔵
田
四
丁
目
南
北
境
遊

歩
道

預
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Ｈ
月
２‐
日

（
火

）
御
所
野

児
童
セ

ン
タ
ー
に
お

い
て
、

秋
田
市
と
の
対
話
集
会
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
各
町
内
会

長
を
通
じ
て
出
さ
れ
た
要
望

を
集
約
し
て
秋
田
市
に
提
出

し
、
そ
れ
に
対
す
る
秋
田
市

か
ら
の
回
答

（
抜
粋
）
で
す
。

一　
市
道
の
管
理
に
つ
い
て

１
地
蔵
田
二
丁
目
地
内
の
融

雪
歩
道
の
早
期
復
旧

↓
昨
年
度
の
対
話
集
会
で
の

連
合
町
内
会
の
要
望
を
基

に
、
令
和
６
年
度
の
復
旧

を
予
定
。

２
ピ
ノ
キ
オ
公
園
事
務
所
入

り
口
か
ら
ほ
た
る
橋
に
至

る
歩
道
の
危
険
個
所
の
抜

本
的
改
良

↓
次
年
度
以
降
、
計
画
的
に

実
施
を
予
定
。

３
市
道
の
緑
地
帯
の
管
理

↓
路
線
の
除
草
は
、
今
年
度

以
降
も
年
２
回
の
実
施
に

努
め
る
。

４
御
所
野
第
五
街
区
公
園
に

至
る
新
都
市
環
状
線
の
地

蔵
田
五
丁
目
側
の
街
路
灯

新
設

↓
当
該
筒
所
が
御
所
野
地
域

の
主
要
道
路
で
あ
り
、
近

隣
に
公
共
施
設
が
多
い
こ

と
か
ら
道
路
利
用
者
の
安

全
を
確
保
す
る
た
め
、
次

年
度
以
降
、
設
置
す
る
。

５

ク
ロ
ネ
コ
ヤ
マ
ト
交
差
点

信
号
周
辺
の
舗
装
改
良

↓
次
年
度
以
降
、
計
画
的
に

改
修
工
事
を
実
施
す
る
（．

市
道
や
公
園
等
に
お
い
て
危

険
と
思
わ
れ
る
個
所
を
発
見

し
た
場
合
は
、
各
町
内
会
長

を
通
じ
て
、
南
部
市
民
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

ヘ
随
時
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

一
一
公
園
の
管
理
に
つ
い
て

１
熊
の
出
没
の

一
因
に
、
公

園
の
緑
地
帯
の
荒
廃
が
あ

る
の
で
は
な
い
か

雑ヽ
草
が
繁
茂
し
て
い
る
状

態
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
県

の
事
業
を
活
用
し
、
令
和

４
年
、
５
年
と
雑
草
を
刈

り
払
う
事
業
を
行

っ
た
．

今
後
も
同
事
業
を
活
用
し

な
が
ら
、
緑
地
帯
の
適
切

な
維
持
管
理
に
努
め
る
．

２
御
所
野
総
合
公
園
東
屋
の

基
礎
部
分
の
腐
食
の
補
修

↓
令
和
５
年
１０
月
に
補
修
完
ｒ

３

元
町

五
丁
目

の
第

二
街

区
公
園
東

屋

の
屋
根

の

老

朽

化

に

つ
い
て
、
早

急
な
補
修

↓
老
朽
化
に
よ
り
傷
み
が
激

し
い
こ
と
か
ら
、
修
繕
や

更
新
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
．

４

こ
こ
数
年
立
入
禁
止
状
態

に
あ
る
ふ
れ
あ
い
公
園
の

展
望
台
の
撤
去
に
つ
い
て

↓
国

の
助
成
事
業

の
た
め
、

国
が
定
め
る
財
産
の
処
分

制
限
期
間
を
考
慮

の
上
、

撤
去
を
検
討
す
る
。

一二
体
育
施
設
を
併
設
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

の
整
備
に
つ
い
て

↓
御
所
野
地
域
に
お
い
て
は
、

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
機
能
を
備

え
た
児
童
セ
ン
タ
ー
の
ほ

か
地
域
住
民
が
利
用
可
能

な
体
育
施
設
が
複
数
あ
る

こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
は

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

の
新
規
建
設
は
予
定
し
て

お
り
ま
せ
ん
「

四
堤
台
地
区
へ
の
バ
ス
停

留
所
の
設
置
に
つ
い
て

↓
昨
今
の
運
転
士
不
足
等
の

厳
し
い
事
情
に
よ
り
、
路

線

の
見
直
し
や
再
編

ｃ
赴

回
路
線
バ
ス
、
小
型
車
両

化
）
は
、
事
業
者
単
独
で

は
困
難
で
あ
る
こ
と
を
ご

理
解
頂
き
た

い
．
【
秋

田

中
央
交
通
Ⅲ
』

秋
田
市
の
第
二
次
公
共
交

通
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ

き
、
公
共
交
通
の
再
編
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

予
約
制
の
エ
リ
ア
タ
ク
シ
ー

の
導
入
を
御
所
野
地
区
へ
も

計
画
し
て
い
る
。
決
ま
り
次

第
お
知
ら
せ
す
る
。

秋
田
市
エ
リ
ア
交
通
実
証
事

業
が
、
１
月
２４
日
か
ら
３
月

２９
日
の
期
間
で
運
行
さ
れ
て

い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
活
用
し
て
み
て
ご
意

見
を
お
願
い
し
ま
す
。

当
会
副
会
長
の
佐
々
木
治

氏
が
、
１
月
１１
日
急
逝
さ

れ
ま
し
た
。

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り

し
ま
す
。

御所野連合町内会

地
域
要
．望
事
項
に
対

す
る
、
秋
田
市
か
ら

の
回
答

（
抜
粋
）


